
福島県地域公共交通計画の変更について

１ 概要

（１）「双葉・浪江～南相馬線」の実証運行終了に伴う修正

  ・ 双葉・浪江～南相馬線について、令和 5 年 10 月より２年間実証運行を行っ

たが、令和 7 年 9 月 30 日の運行期間終了をもって路線廃止となることによる

変更内容を反映するもの。

   【ｐ52、53（２）圏域別の地域公共交通ネットワーク将来像、ｐ92【別表】地

域公共交通確保維持事業（地域間幹線系統確保維持費国庫補助金）の活用に

ついて】

（２）会津鉄道及び野岩鉄道の経営健全化に関する計画に基づく評価指標の修正

  ・ 「第三セクター鉄道の年間利用者数」について、会津鉄道及び野岩鉄道にお

ける経営健全化に関する計画が改めて策定されたことに伴い、目標値を更新す

るもの。

    具体的には、目標値を７６７千人（令和６年度）→７２７千人（令和９年度）

に変更する。

   【ｐ55 ３－３ 計画の目標 目標①県民や来訪者が安心しておでかけできる

地域公共交通ネットワークを構築する】

２ 計画改正の内容

  別紙「新旧対照表」のとおり
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